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市場主義から新たな市場主義へ : 経済同友会の報
告書を通じて





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　2005年 9 月「第 2 回経営者による自己評価」














上にものぼっており、第 1 部から第 5 部で構
成されている。
　テーマは、「『市場の進化』と社会的責任経営
－企業の信頼構築と持続的な価値創造に向けて
－」となっているが、その中心はCSRにある。
　「社会的責任」の用語は、早くからあるもの
の、経済同友会の「報告書」では1990年代の
時期にはほとんど見られなかった。それは、
2000年に入って改めて考え直されようとして
おり、その兆しは、2000年の「21世紀宣言」
に見られる。「21世紀宣言」において「市場の
進化」が取り上げられ、CSRはその中で触れ
られることとなる。
　ところで、以下では、進化した市場を「新た
な市場」と呼ぶことにする。それは、伝統的な
経済学が意味するような市場を指すものではな
く、社会を意識し、社会との調和を図る市場を
意味するものである。「新たな市場」は、従来
の「経済性」を超えて「社会性」と「人間性」
が評価プロセスに加わった自立的な市場であ
る。しかも、これらは互いに対立する関係にあ
るものでも、主従関係にあるものでもない。そ
れらは、総合化あるいは融合していかなければ
ならないものなのである。
　この「新たな市場」が存在することにより、
企業のCSRは「経済性」を超えた問題領域に
まで発展することになる。かくして、経営者は、
企業が「社会の一員」「社会の公器」であるも
のとしてステークホルダーホルダーを視野に入
れながら、時代の状況に応じて企業と社会の相
互関係を築いていかなければならないというわ
けである。
　ここにきて、設立時の経済同友会の思いが、
あらためてCSRという形で具体的に現われて
くる。創立時の趣意書にあるように、経済同
友会には、当初から国ならびに社会をつくる
役割を経営者が担っていかなければならない
という崇高な精神が根底に存在している。そ
れが、21世紀を迎えて、企業経営をとりまく
環境が大きく変化する中で、「企業の社会的
責任」の重要性を「CSR（Corporate Social 
Responsibility）」という言葉によってあらため
て提起し、その実践を推進することになるので
ある。
　社会的責任の用語は、すでに21世紀以前か
らあったものであるが、ここでCSRとしてク
ローズアップされるのは、時代の変化とともに
社会の価値観は変わり、したがって企業の社会
的責任内容も変化せざるを得なくなったからで
ある。報告書は、あらためて検討しなければな
らなくなった理由を 4 つあげている。
　①　社会と企業が相互に与える影響の拡大
　②　社会が企業を見る視線の変化
　③　 米国型経営である「株主資本主義」の行
き過ぎ
　④　個人の価値観の変化
　CSR問題は、このような環境認識の下で再
び企業経営の課題とされることとなり、その後
の報告書となって現れている。
　 9．その後のCSR
　2003年にはCSRについての自己評価レポー
トが「日本企業のCSR：現状と課題」として
報告され、2006年にも同様の調査が行われて
「企業の社会的責任（CSR）に関する経営者意
識調査」として報告されている。
　「企業の社会的責任（CSR）に関する経営者
意識調査」は 3 年前の調査と比較をした結果
を報告している。この比較によって、CSRの
進捗状況が明らかとなっており、3 年前に比べ
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ると、CSRの用語も一般に認知されるように
なってきている。3 年前では、経済的側面やコ
ンプライアンスに関する項目が上位を占めてい
たが、2006年になると環境・社会的側面の項
目に関する回答が増加しており、また、企業の
CSR体制も整い、内容や経営における位置づ
けも変わってきたことがわかる。
　その半面で、課題も明らかとなってきたので
ある。
　さらに、この報告書の問 7 で「下記のそれぞ
れの評価者が、貴社の企業価値（財務面に限ら
ず、非財務面を含めて評価される総合的な企業
価値）を正しく理解していると思いますか」と
いう設問において、新たに「企業価値」の用語
が登場してきたことにも注目すべきである。
　「企業価値」は、2006年 4 月に「企業価値向
上の実現に向けて－経営者の果たすべき役割と
責務－」にはじめて登場した。これらの報告書
にあるように企業価値は経営の関心事になって
きたのである。
　この後、CSRは、単にコンプライアンスや
倫理的な問題における社会的責任としてではな
く、企業価値と結び付けられて経済的さらには
それ以上の問題として広く論じられることにな
るのである。
　企業価値については、ここで詳しく論ずるこ
とはしないが、企業価値はCSRやステークホ
ルダーホルダーとは無関係に論ずることはでき
ない問題であると認識される。さもなければ、
企業の経済的側面がCSRによって分断されて
しまうからである。なお、企業価値の捉え方も
必ずしも一様ではないことは指摘しておかなけ
ればならないであろう。
　2006年の「企業価値向上の実現に向けて」
では、持続的な企業価値の向上こそが経営者の
最大の責務であるとして、中長期に株式時価総
額を高める経営を志向すべきであるとする。そ
の場合、経営者にとっての企業価値とは、「株
式時価総額」と考えるのが妥当であるとする。
この報告書を作成した「企業価値委員会」は、
経営者が責任を持って企業価値経営を行うため
には、何よりも定量的な価値として捉えること
が優先されるべきと考え、企業価値をファイナ
ンス理論的な価値として捉えようとするのであ
る。
　ただ、「企業価値経営とは、株価（株式時価
総額）そのものを高めることを目的とするもの
ではなく、企業価値向上に対する普段の努力の
結果として、中長期的に株式時価総額を高める
経営である」とも述べている。
　この企業価値は、日本のイノベーション戦略
委員会でも同年 6 月に「日本のイノベーション
－多様性を受け入れ、新たな価値創造を目指そ
う－」として報告され、さらに2007年 5 月の
「CSRイノベーション－事業活動を通じたCSR
による新たな価値創造－」の報告書へと引き続
いて展開されていく。
　2007年の「CSRイノベーション」では、副
題にあるように「企業は・・・本業を通じた
CSR活動によって、活力ある社会の構築に貢
献すべき」との立場から企業価値が捉えられ
ている。そして、しだいに資本効率性を求める
経済性、「株主時価総額」としての「企業価値」
は影を潜め、CSRが前面に出てきていること
がわかるのである。
　CSRもしだいに変わってきた。それは、拡
大と深化へ、そしてシステム段階からパフォー
マンス段階を経てインパクト段階へと変わって
きている。それは、「投資として」また企業価
値につながるものとして積極的に理解されるよ
うになり、もはや「対応する段階」から積極的
に社会へのプラスのインパクトを「創造する段
階」へ移行してきたのである。さらに言い換え
るなら、CSRは、「守りのCSR」を超えて「攻
めのCSR」となったというわけである。
　さらにまた、2008年に入ると「価値創造型
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CSRによる社会的責任－社会からの信頼と社
会的課題に応えるCSRへ－」が公表されるこ
とになる。
　いま日本では、人や社会を欺く偽装を始め
とした企業不祥事が多発している。企業不祥事
は、バブル経済が崩壊した時期にも多発した
が、相変わらずである。報告書は、こうした企
業の信頼喪失とさまざまな現代社会が抱える課
題に鑑みて、原点に立ち戻るだけではなく、『15
回白書』で唱えたCSRの理念をさらに純化さ
せなければならないと認識している。それが、
「価値創造型CSR」なのである。
　価値創造型CSRは、従来の事業活動を通じ
た社会的価値の創造を超えて、より良い社会作
りを目指した価値創造活動である。2007年に
出された『CSRイノベーション』における価
値創造は、事業活動を通じたCSRを中心に価
値創造を述べたものであったが、2008年のこ
の報告書は、さらにCSRを広い観点から述べ
ようとするものである。
　企業のあるべき姿を追求してきた経済同友会
は、現実の企業不祥事の多発に危惧を抱いてい
る。それは、これまで規制緩和を推進してきた
ことが、また規制強化に逆行するのではという
危機感である。
　「食の安全に関する調査」によれば、消費者
が、食の安全を確保してくれることに期待する
のは、政府や役所であって企業ではないのであ
る。これは、CSRとして企業に求められる最
低限のコンプライアンスすら信頼を勝ち得てい
ないことを表すものである。経済同友会は、コ
ンプライアンスのような「守り」のCSRから「攻
め」のCSRを志向しているが、特に最近多発
している食の安全や偽装に関する現実の問題は
それにブレーキをかけている。
　また、報告書を作成した委員会は、ヒアリン
グの印象で、企業内部におけるCSR担当者す
らCSRに対して疑念を持っているように見え
るというのである。CSRをブームに終わらし
てはならず崇高な企業の日本でありたいが、日
本企業においては、CSRはまだまだ根付いて
いるとはいえないように思われる。
　確かに、CSRの用語も認知されてきたし、
企業内の体制も一応整ってきたようだが、報告
書が指摘するように現実にはまだまだ多くの課
題が存在していることがわかる。
おわりに
　以上、バブルが崩壊した後、今日に至るま
での経済同友会が公にしてきた主な提言や報告
書を眺めることによって、社会の変化ととも
に視点や意見が変わってきたことを確認して
きた。本稿で見た大きな変化は、1990年代後
半と2000年以降今日に至るまでの 2 つの期間
であった。1990年代は「失われた10年」とい
われたバブル崩壊後の期間であり、その後半
は「市場主義」が支配した時代であった。そし
て、2000年以降は「新たな市場主義」として
のCSRの時代であった。
　この 2 つの時期は、大雑把に表現すれば「営
利志向」と「社会的責任志向」の時期であった。
この両者は、経営学にとって古くて新しい問題
であり、資本主義経済における企業の本質的問
題である。
　経済同友会は、1990年代後半に強力に推し
進めようとしていた「市場主義宣言」から脱却
する道を「新たな市場主義」に求めた。「新た
な市場主義」は「市場主義」を必ずしも否定す
るものではなく、それを基盤として、あるいは
「経済性」を「社会性」「人間性」と融合・総合
させた市場として捉えられるものである。した
がって、われわれは、新たな市場のもとで企業
が行動することによって「正しい行動」を実現
しようとしているものと理解できるのではない
だろうか。
　これを筆者の言葉で言い換えるならば、現代
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の企業は「資本の論理と非資本の論理の融合」
が求められているということができるのであ
る。これは「経済性」「市場性」が求められ「資
本の論理」が支配するファイナンス理論の限界
を資本の論理以外の経営の論理との融合化によ
って企業行動を止揚していくことであろう。そ
うした意味で総合的な経営がいま強く社会から
求められているのである。
　最後に、重要であると思われる「企業価値」
が登場してきたが、これについては本稿では詳
しく論じなかった。これも、本稿の論点から捉
えなおせば、経済的価値として捉えるのかそれ
以上の価値としてとらえるのかという問題とし
て考えることができる。
　いずれにしても経済同友会の諸報告書は、バ
ブル崩壊以降今日までの期間に、時代の流れの
中で経営学の古くて新しい問題を提案してきた
のである。
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